
ステークホルダーとの対話

　IHIグループは、企業活動を継続する上で影響の大きい、お客

さま、お取引先、株主・投資家、行政、地域社会、従業員、NPO・

NGOを主要なステークホルダーと捉えています。その考えの下、

ステークホルダーとの対話をさまざまな方法で実施しています。

対話のためのツールとして「統合報告書」や「Sustainability 

Data Book」の発行、ウェブサイト「サステナビリティ」の更新を

行っています。

　なお、重要と考えられる対話内容については経営会議や取

締役会に報告し、経営戦略に反映しています。

株主・投資家とのコミュニケーションの考え方

　IHIグループは、株主・投資家の皆さまへの適時・適切な会社

情報の開示が健全な金融商品市場の根幹をなすとの認識の

下、株主・投資家の皆さまと信頼関係の強化を図るため、コミュ

ニケーションの機会を積極的に設けています。そのために、各種

開示資料の充実を図り、その内容をインターネットで配信するな

ど、積極的で公平な開示に努めています。

　情報開示については、透明性の高い経営の全社的推進を基

本理念に、資本市場関係者に対して、経営または業務に関する

重要情報を、常に株主・投資家の視点に立ち、迅速・正確・継続

的・公平に開示しています。そして、経営の方向性と主要な業務

について、誠実に説明責任を果たすことを基本方針としていま

す。また、IHIグループは株式投資家に加え、債券投資家との対

話も積極的に行っています。

　さらに、国内だけではなく海外投資家の皆さまにもIHIグルー

プの事業活動への理解を深めていただけるよう、積極的なコ

ミュニケーション活動を行っています。2024年度は国内外合わ

せて昨年度より243社多い、604社と対話しました（2023年

度は361社）。また、経営層が北米・欧州・アジアを訪れ、現地の

機関投資家の皆さまとの対話を実現しました。

株主・投資家との主な対話実績（2024年度）
投資家 ● �604社（国内投資家180社、海外投資家

424社）
・�グロース、バリューなどのアクティブ投資家
を中心に、幅広い投資スタイルの国内外機
関投資家のアナリスト、ポートフォリオマ
ネージャー、ESG担当者、議決権行使担当
者など

IHI対応者 CEO ● 決算説明会 2回
● 国内・海外機関投資家との対話 28回

グループ財務
担当役員

● 決算説明会 4回
● 国内・海外機関投資家との対話 101回

副社長執行役員、
各執行役員、事業
領域長

● 国内・海外機関投資家との対話 85回

IR／SR担当者 ● 国内・海外機関投資家との対話 337回

	 その他ステークホルダーの皆さまとの対話は下記のWebサイトをご覧ください。
https://www.ihi.co.jp/sustainable/sustainability_management/stakeholder/

株主・投資家との主な対話テーマ（2024年度）

分類 対話の主なテーマ

全般

● 事業ポートフォリオに関する議論の状況
● 民間エンジン事業の中長期的な売上成長・収益性の見通し
● PW1100G-JMエンジンの追加検査プログラムの対応状況
● 防衛事業の今後の見通し
● 燃料アンモニアバリューチェーン事業の収益化の見通し
● �キャッシュ創出に向けた取り組み（運転資本削減・CCC改善）の状
況、キャッシュアロケーションに関する方針

● 資本コストや株価を意識した経営についての検討状況
● バランスシート改革の進捗状況
● �子会社の一連の不祥事を受けての取締役会での議論の状況およ
び再発防止策の進捗

● �実効性のあるグループガバナンスの再構築に向けた取り組みの
進捗

E
● ｢IHIカーボンニュートラル2050」の実現に向けた取り組みの進捗
● Scope3排出量の今後の見通し
● 気候変動対策におけるIHIグループの強みや独自性

S

● ｢グループ人財戦略2023」における具体的な取り組み内容
● 人的資本に関する投資の規模
● 人財のリソースシフトの規模感・進捗状況
● 従業員意識調査結果の活用状況
● サプライチェーン上で想定される人権リスク

G

● 取締役会の実効性
● 社外取締役の活動状況
● 取締役会の構成
● ESGやサステナビリティに関する取締役会での議論の状況
● 政策保有株式の保有に関する方針改定の背景
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社外からの評価（サステナビリティ関連）

MSCI日本株 ESGセレクト・リーダーズ指数
　IHIは2024年度、「MSCI日本株 ESGセレクト・リーダーズ指

数」の構成銘柄に選定されました。「MSCI日本株 ESGセレクト・

リーダーズ指数」は、MSCI日本株IMI指数を親指数として、各業

種の中からESG評価に優れた企業を組み入れているものです。

同じく、「MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数」にも選定

されています。また、米国のMSCI社が作成する「MSCI日本株

女性活躍指数（WIN）」の構成銘柄に初めて選定されました。

　なお、IHIは2024年のMSCI ESGレーティングで、「AA」評価

を獲得しました。

THE INCLUSION OF IHI IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, 
TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT 
CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF IHI BY MSCI 
OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY 
OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS 
OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

THE USE BY IHI OFANY MSCI ESG RESEARCH LLC OR ITS AFFILIATES (“MSCI”) 
DATA, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR 
INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT, 
RECOMMENDATION, OR PROMOTION OF IHI BY MSCI. MSCI SERVICES AND 
DATA ARE THE PROPERTY OF MSCI OR ITS INFORMATION PROVIDERS, AND 
ARE PROVIDED ‘AS-IS’ AND WITHOUT WARRANTY. MSCI NAMES AND LOGOS 
ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI.

FTSE Blossom Japan Index
FTSE Blossom Japan Sector Relative Index
　IHIは、「FTSE Blossom Japan Index」および「FTSE 

Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定

されました。IHIはさまざまな基準を満たしたことにより、「FTSE 

Blossom Japan Index」は２年連続の選定、「FTSE Blossom 

Japan Sector Relative Index」は4年連続の選定となりました。

CDP気候変動
　IHIグループは、CDPの気候変動に関する質問書に毎年回答

しており、2024年度の評価は「気候変動」でB（マネジメントレ

ベル）、「水セキュリティ」でC（認識レベル）でした。

EcoVadis
　IHIグループは、EcoVadis社による「環境」「労働と人権」「倫

理」「持続可能な資材調達」の4分野での包括的なサステナビリ

ティ評価において、「コミットメント・バッジ」を獲得しました。
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